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イチゴ新品種 ‘ とっておき ’ の育成および栽培特性
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Breeding and Characteristics of a New Strawberry Cultivar ‘Totteoki’ 

　Ⅰ　緒　　　　　言

　鳥取県においてイチゴは、かつて主要な園芸品
目であり、1985 年の栽培面積は 55ha であった
14）。しかし、品種や作型の変遷に伴い栽培面積は
減少し、2015 年の栽培面積は 7ha となった。イ
チゴの新品種の育成は、栽培振興を図る上で最も
重要であり 9）、1990 年代から全国各地の公設試
験研究機関においてオリジナル品種が育成され 3、

4、8、10）、イチゴ産地の発展に寄与している。
　本県のイチゴ栽培の主力品種は ‘ 章姫 ’ であり、
2013 年には 80% 以上を占めていた。‘ 章姫 ’ は、
本県の冬場の気象条件においても草勢が強く、多
収であり、酸味が少なく甘みを強く感じる大玉系
の品種である。一方で ‘ 章姫 ’ は、春先に果実糖度・
硬度の低下が顕著であること、また果実硬度が低
く輸送性に劣るため、県外出荷が難しい現状があ
る。果実硬度の高い品種は多く育成されているが
3、4、8、10）、本県の冬場の気象条件下で栽培を行う
と低収量に加え、着色不良や受精不良等の品質面
での問題を生じることがある。また都道府県の公

設機関で育成された独自品種は、育成県以外での
栽培が認められていない品種がほとんどである。
　このような点から本県のイチゴ再興のために
は、独自品種の育成が不可欠である。そこで、本
県の冬場の気象条件下の栽培においても収量が高
く、果実品質に優れる品種の育成を 1996 年から
着手した。長年の交配と選抜、適応性検定等を実
施、本県初のイチゴ品種 ‘ とっておき ’ を育成し
た（写真 1）。本報では ‘ とっておき ’ の育成経過
および栽培特性について報告する。

　Ⅱ　材料および方法

　新品種の育成及び栽培技術試験は、鳥取県園芸
試験場内のハウスで実施した。
１．育成・選抜および品種登録
（１）育成・選抜
　‘ とっておき ’ の系統図を第 1 図に示した。鳥
取県園芸試験場保有の系統から 1998 年に系統

「B0205-1」、1999 年に系統「C0915-18」の実
生を育成した。種子親 ‘ 章姫 ’、花粉親「B0205-
1」として交配を行い、2001 年に系統「E0836-
12」を実生育成した。種子親 ‘ 章姫 ’、花粉親

「C0915-18」として交配を行い、2002 年に系統
「F0851-24」を実生育成した。
　2006 年 12 月～ 2007 年 5 月に系統「E0836-
12」、「F0851-24」を含む全 12 品種・系統の 51
組合せの交配を行い、2007 年に実生を育成した。
同年に出蕾の早い個体を 1 次選抜した。2008 年
に果実硬度について 2 次選抜、2009 年に早期
収量、大果系の個体を 3 次選抜した。2010 ～
2012 年にかけて ‘ 章姫 ’ を対照として早生性、
収量、果実品質に優れる系統「K7279-4」を選抜
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した。
　種子親の花について、開花 3 日前に除雄し、パ
ラフィン袋をかぶせた。花粉親からは開花 3 日前
の花から葯を取り出し、25℃の恒温器で開葯さ
せた。交配は筆で行い、再度袋をかぶせ、果実を
完熟させ採種した。播種前に種子を濃硫酸で 10
分間処理および水洗、0.3% 硝酸カリウム水溶液
に 24 時間浸漬した後、バーミキュライト上に播
種した。発芽した個体を 200 穴セルトレイ、55
穴セルトレイの順で鉢上げを行い、雨よけハウス
内で実生を育成した。55 穴セルトレイ中で出蕾
が早い個体を 1 次選抜し、選抜した個体をピート
ベンチに株間 20cm の千鳥植えで栽培を行い、2
次選抜を行った。3 次選抜以降はランナー子株を
用いて行い、5 株の 2 反復で選抜を行った。2 次
選抜以降は、無加温、無電照条件下で栽培を行っ
た。
（２）品種登録
　2015 年 12 月に鳥取県園芸試験場内で品種名
の募集を行い、2016 年 2 月に ‘ とっておき ’ と
命名して品種登録出願を行った。

２．特性調査
　品種 ‘ とっておき ’‘ 章姫 ’‘ 紅ほっぺ ’ を供試し、
親株を 2013 年 4 月 18 日に定植した。7 月 1 日
～ 7 月 10 日に 7.5cm ポットに受苗した。8 月 3
日に IBS1 号を 2 粒 / ポット置き肥し、ランナー
の切り離しは 8 月 25 日に行った。栽培はピート
ベンチ式、株間 23cm の千鳥植え、無加温・無
電照とし、9 月 18 日に定植した。施肥は元肥
としてエコロング 180 を 7.7g/ 株、追肥として
IBS1 号を 5.0g/ 株× 5 回とした。調査は生育、
形態および収穫物について行った。試験規模は 1
区 20 株の 2 反復とした。

３．栽培技術試験
（試験１）受苗時期と定植日の違いが花芽分化お
よび収量に及ぼす影響
　‘ とっておき ’ の親株を 2015 年 4 月 20 日に
定植した。育苗は底面吸水の 7.5cm ポリポット
への受苗方式とした。試験は受苗時期と定植日を
組み合わせて実施した。受苗時期は、6 月下旬区

（6/22 ～ 6/30）、7 月 上 旬 区（7/1 ～ 7/10）、7
月中旬区（7/13 ～ 7/24）、7 月下旬区（7/27 ～
8/5）に行い、8 月 5 日に IBS1 号を 2 粒 / ポッ
ト置き肥し、ランナーの切り離しは 8 月 20 日に
行った。栽培はピートベンチ式、株間 23cm の
千鳥植え、無加温・無電照、9 月 7 日と 9 月 17

日に定植した。施肥は元肥としてエコロング 180
を 7.7g/ 株、追肥として IBS1 号を 5.0g/ 株× 5
回とした。調査は、苗の生育、花芽分化状況、第
１花房の出蕾、収穫物（11 月～翌年 5 月）につ
いて行った。試験規模は 1 区 14 株の反復なしと
した。
（試験２）育苗期間中のポット当たりの施肥量の
検討
　‘ とっておき ’ の親株を 2017 年 4 月 25 日に定
植した。育苗は底面吸水の 7.5cm ポリポットへ
の受苗方式とした。培養土はピートモス 20L、パー
ライト 20L、バーミキュライト 10L を配合し苦
土石灰 150g を加えたものを用いた。試験は受苗
時期とポット当たりの施肥量を組み合わせて実施
した。受苗日は 6 月 20 日と 7 月 10 日の 2 水準、
ポット当たりの施肥量は 0 粒、1 粒、2 粒および
4 粒とした。施肥は IBS1 号を使用、中程度の大
きさのものを 1 粒区、2 粒区は 8 月 1 日施用、4
粒区は 8 月 1 日および 8 月 16 日の 2 回に分け
て 2 粒ずつ合計 4 粒を施用した。ランナーの切
り離しは 8 月 16 日に行った。栽培はピートベン
チ式、9 月 15 日に株間 20cm、2 条千鳥植えで
定植、無加温、無電照とした。施肥は元肥とし
てエコロング 180 を 7.7g/ 株、追肥として IBS1
号を 5.0g/ 株× 5 回とした。摘果は第 1 花房：7
果、第 2 ～ 3 花房：5 ～ 7 果、第 4 以降：3 ～ 5
果として、芽数は 2 ～ 4 芽管理とした。12 月 11
日～ 2 月 23 日まで日中にファンヒーターによる
炭酸ガス施用（CO2 濃度 500 ～ 1,500ppm）を
行った。調査は、苗の生育、第１花房の出蕾、収
穫物（11 月～翌年 5 月）について行った。試験
規模は 1 区 20 株の反復なしとした。
（試験３）CO2 施用効果の検討
　品種 ‘ とっておき ’‘ 章姫 ’‘ 紅ほっぺ ’ を供試し、
CO2 区と無処理区を設けて実施した。ハウスは
間口 4m ×長さ 8m ×高さ 2.7m、CO2 施用は生
ガス（ボンベ）を用い、2018 年 11 月 20 日～
翌年 2 月 22 日までの間、8 時～ 17 時に濃度約
1,000ppm になるように処理を行った。親株は 4
月 26 日に定植し、育苗は 7.5cm ポットを用い、
7 月 1 日～ 15 日に受苗した。栽培はピートベン
チ方式とし、9 月 18 日に株間 21cm、2 条千鳥
植えで定植、夜間 5℃加温とした。施肥は、元
肥としてエコロング 180 を 7.1g/ 株、追肥とし
て IBS1 号を 5.0g/ 株、追肥は IBS1 号を使用し、
12 月 14 日に CO2 区 10g/ 株、無処理区 5g/ 株、
2 月 28 日に両区に 5g/ 株施用した。2 芽管理の
無摘果で栽培を行った。試験規模は ‘ とっておき ’
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で 10 株の 2 反復、‘ 章姫 ’ と ‘ 紅ほっぺ ’ で 10
株の反復なしとした。調査は花房の出蕾・開花、
収穫物（11 月～翌年 4 月）、土壌溶液 EC につい
て行った。

　Ⅲ　結果および考察

１．育成・選抜および品種登録　
（１）育成・選抜
　 系 統「E0836-12」、「F0851-24」 は、‘ 章 姫 ’
を種子親として育成・選抜した。「E0836-12」は
果実形態に優れる特性、「F0851-24」は糖度が高
く食味に優れ早期収量が高い特性を有したが、両
系統とも品種にするには至らず育種素材とした。
　2006 年 12 月～ 2007 年 5 月に系統「E0836-
12」、「F0851-24」を含む全 12 品種・系統の 51
組合せの交配を行い、2007 年 9 月に 4,322 個体
の実生を育成した。同年に出蕾が早い 354 個体
を 1 次選抜した。2008 年に 354 個体から食味、
果実硬度について 2 次選抜を行い、61 個体（系統）
を選抜した。2009 年に早期収量、果実の大きさ
で選抜を行い 61 系統から 13 系統を 3 次選抜し
た。2010 年から 2012 年の 2 か年、対照品種 ‘ 章
姫 ’ として 13 系統について 4 次選抜を行い、収量、
果実品質が優れる「K7279-4」、1 系統を品種候
補とした。
　 上 記 の 51 組 合 せ の 交 配 の う ち、 種 子 親

「E0836-12」×花粉親「F0851-24」の組合せで
は、75 個体の実生を育成し、1 次選抜で 6 個体、
2 次選抜で 1 個体「K7279-4」を選抜した。
（２）品種登録

　2015 年 12 月に鳥取県園芸試験場内で品種候
補「K7279-4」の品種名を募集したところ、48
案の提案があり、この中から ‘ とっておき ’ と命
名した。2016 年 2 月 4 日に品種登録出願を行い、
同年 7 月 27 日に出願公表された。同年 9 月から
県内 23 農家、15a で栽培が開始された。2018
年 10 月 10 日に品種名 ‘ とっておき ’（登録番号：
27049）で登録された。

２．特性調査
（１）生育特性
　‘ とっておき ’ の生育および形態特性を第 1 表
に示した。草勢は強く、草姿は中間（‘ 章姫 ’‘ 紅ほっ
ぺ ’ に比べて開性）である。ランナーの発生は極
めて多く、本圃定植後の 11 月下旬まで発生が認
められる。果房長は ‘ 章姫 ’ より短く、‘ 紅ほっぺ ’
と同等であり、ジベレリン処理は不要である。果
房当たりの花数は、やや少なく第 1 花房で 10 ～

41



13 花である。栽培中の加温および電照について
は、本県の寡日照条件下で無加温、無電照で選抜
してきたことで、両者を行わなくても栽培が可能
である。
（２）果実特性
　‘ とっておき ’ の果実特性を第 2 表に示した。
果形は果実の底部が豊艶な円錐形である。果皮色
は橙赤～濃赤色、果肉色は白、淡黄～淡赤色であ
る。‘ とっておき ’ の果肉色は、収穫時期によっ
て異なり、11 月～ 3 月上旬は果肉にやや赤みが
入り、3 月中旬以降は白～淡黄の果肉色となる（写
真 2）。果実糖度は ‘ 章姫 ’‘ 紅ほっぺ ’ と同等であ
り、時期による変動が小さい傾向がある（第 3 表）。
果実硬度は ‘ 章姫 ’ に比べて高く、‘ 紅ほっぺ ’ と
同等である。酸味は ‘ 章姫 ’ に比べて強いが、‘ 紅
ほっぺ ’ に比べて弱い。果実の光沢、香りは、‘ 章
姫 ’‘ 紅ほっぺ ’ に比べて強い。果実密度を調査し
たところ、 ‘ とっておき ’ で 0.90g/㎤、‘ 章姫 ’ で

は 0.85g/㎤（写真３）と ‘ とっておき ’ で高く、
このことが ‘ とっておき ’ の果肉が緻密で食感が
良いとの評価に繋がっていると推察された。
（３）収量特性
　‘ とっておき ’ の収量特性を第 4 表に示した。
‘ とっておき ’ の第１花房の出蕾は、‘ 章姫 ’、‘ 紅ほっ
ぺ ’ に比べてわずかに早く、開花から収穫までの
日数がやや短い。‘ とっておき ’ の総収量は、‘ 章
姫 ’‘ 紅ほっぺ ’ に比べて低いが、‘ とっておき ’ の
可販率は 90% 以上と高く、可販収量は ‘ 紅ほっぺ ’
以上であった。

３．栽培技術試験
（試験１）受苗時期と定植日の違いが花芽分化お
よび収量に及ぼす影響
　苗生育および花芽分化状況を第 5 表に示した。
定植時の苗の大きさは、受苗時期が早いほど大
きい傾向があった。花芽分化状況は、受苗時期 6
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月下旬区と 7 月上旬区で同等であり、7 月中旬区
と 7 月下旬区で遅れた。第１花房の出蕾の推移
は、受苗時期 6 月下旬区と 7 月上旬区では、9 月
7 日と 9 月 17 日の両定植日で大差は認められな
かったが、受苗時期 7 月中旬区と 7 月下旬区で
は、9 月 17 日に比べて 9 月 7 日定植で遅れる傾
向であった（第 6 表）。年内収量は両定植日とも
受苗時期 6 月下旬区と 7 月上旬区で高かった（第
7 表）。‘ とっておき ’ は、受苗時期によって花芽
分化の状況が異なっており、受苗が早いほど花芽
分化が進む傾向が認められた。また未分化苗の定
植によって、第１花房の出蕾が遅れる可能性が高
いと考えられた。
　以上の結果、‘ とっておき ’ は受苗時期によっ
て定植日を変える必要があり、受苗時期が早い苗
から順次定植する方法が良いと考えられた。また、
‘ とっておき ’ の年内収量を確保するためには、6
月下旬～ 7 月上旬の受苗が良いと考えられた。

（試験２）育苗期間中のポット当たりの施肥量の
検討
　育苗中に IBS1 号を 4 粒施用した区では、濃度
障害と考えられる枯死株が発生し、定植後にも
枯死株の発生が認められ（第 8 表）、0 粒区では、
定植時に葉色が低下し、草高がやや低かった（目
視観察）。定植後の生育にも差が認められ、両受
苗日とも 0 粒区で草高が低く、葉がやや小さかっ
た。第 1 花房の出蕾は、0 粒区と 1 粒区に対して、
4 粒区で遅れ、2 粒区でやや遅れる傾向であり、
第 1 花房の花数は、0 粒区で少なかった（第 9 表）。
総収量および可販収量は、両苗受け日とも 1 粒区
と 2 粒区が高く、0 粒区では、第１花房の果実が
やや小さく、年内の可販収量がやや少なかった（第
10 表）。この結果から、‘ とっておき ’ のポット
育苗では、8 月上旬に IBS1 号を１粒もしくは 2
粒の置き肥が良いと考えられた。
　本県の生産現場での ‘ 章姫 ’ のポット育苗では、
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肥料を効かせずに育苗する事例が多く見られる。
‘ とっておき ’ では、育苗中に肥料切れを起こす
と定植後の生育が緩慢となり、第１花房の花数が
少なく、果実も小さくなることから年内の収量確
保のために、肥料切れさせない育苗管理（窒素
中断を行わない育苗管理）が重要と考えられた。
‘ とっておき ’ は、育苗中に窒素肥料が不足する
と極端にランナーの発生が少なくなることが栽培
農家から指摘されている。また、栽培期間中に肥
料切れを起こすと、第 2 次腋花房や第 3 次腋花
房の出蕾が遅れる、いわゆる「中休み現象」が発
生することが指摘されている。これらのことから
‘ とっておき ’ は、窒素肥料の不足が育苗や果実
生産に影響が出る品種と言える。筆者らは、‘ とっ
ておき ’ の高設栽培における最適な栽培管理のた
め、土壌溶液 EC 値（0.5 ～ 0.8mS/cm）と草高（20
～ 25cm を維持）を組み合わせた管理を提案し
ている。
（試験３）CO2 施用効果の検討
　無処理区に対して CO2 区では、各品種とも出
蕾・開花が早まる傾向であった（第 11 表）。各
品種とも無処理区に対して CO2 区では１果重が
重く、増収が認められた（第 12 表）。増収効果
は、‘ とっておき ’ で 24%、‘ 章姫 ’ で 15%、‘ 紅
ほっぺ ’ で 19% と ‘ とっておき ’ で効果が高かっ
た。各品種とも処理期間中の糖度が高まる傾向が
認められた（第 13 表）。一方、CO2 区において
処理をやめた 3 月以降に無処理に比べて糖度が低
い傾向が何れの品種でも認められた。この原因に
ついては不明であるが、冬から春への生育転換の
影響が CO2 区でより顕著に表れた可能性もあり、
CO2 施用における春以降の糖度低下を招かない管
理技術の検討が必要である。
　土壌溶液の EC を測定した結果、CO2 区では倍
量施用したにもかかわらず、土壌溶液は低く推移
した（第 2 図）。イチゴは CO2 施用によって吸肥
が高まることが報告されており 6、17）、今回の結
果はそれらを支持するものであった。
　以上の結果、‘ とっておき ’ において CO2 施用は、
花房の出蕾を早めること、果実が大きくなり増収
効果があること、糖度が高まることから有効と考
えられた。また CO2 施用によって吸肥が高まる
ことから肥料切れをさせない管理が重要と示唆さ
れた。

４．総合考察
　日本海側に位置する鳥取県は、イチゴの生産量
が多い栃木県、福岡県に比べて 12 月～ 1 月の日

照量・時間が少なく、促成作型において営利栽培
が可能な品種は限られている。日照が少ないこと
の問題点として、ハウス内の温度が上がらないこ
とによって、草勢が弱まる、着色不良、ミツバチ
の活動不良による受精不良等が発生する。ミツバ
チの活動不良による受粉不良の対策として、ヒロ
ズキンバエによる受粉が実用化され 1）、本県と同
じ日本海側に位置する島根県において実証試験が
実施されている 5）。このように冬場の着果安定は、
低温寡日照地域でのイチゴ栽培において重要な課
題である。
　‘ とっておき ’ は日本海側の寡日照のもと、無
加温、無電照という厳しい条件下で選抜を行った
ことで、着果が安定した品種として選抜された。
‘ とっておき ’ の可販率が高い（歩留まりが良い）
理由として、花粉量が他品種に比べて多いことが
考えられる。目視でも ‘ とっておき ’ は花粉量が
多いことが観察できる。また ‘ とっておき ’ を交
配育種に使用する場合、開葯時に花粉が多く、花
粉親とすると果実が得られやすい。イチゴの花粉
稔性には品種間差があることが報告されている 2）。
このことから ‘ とっておき ’ は、花粉量に加えて、
花粉稔性も高い可能性が考えられる。イチゴ栽培
において可販率が高いことは、品種の選定理由の
一つであり、イチゴ育種において花粉量および花
粉稔性は、重要な選抜形質であると言える。
　‘ とっておき ’ を現地導入して 1 年目の栽培終
了後にイチゴ農家を対象にアンケート調査を行っ
たところ、‘ とっておき ’ の収量が低いとの評価
が多数であった。この問題を解決するために、栽
培技術試験において、①受苗時期による花芽分化
への影響、②育苗中の施肥、③ CO2 の施用につ
いて検討を行った。その結果、本県の生産現場で
行われている ‘ 章姫 ’ の栽培管理に準じて ‘ とっ
ておき ’ を栽培すると、低収量になる可能性が示
唆された。‘ とっておき ’ と ‘ 章姫 ’ とでは、花芽
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分化の特性が異なり、育苗中の施肥管理、CO2 施
用等、‘ とっておき ’ に適した栽培技術が必要と
考えられる。
　イチゴの増収技術として CO2 施用については、
多く報告 6、7、11、12、13）されており、イチゴ栽培に
おいて周知の技術である。一方、本県の CO2 施
用の導入率は、‘ とっておき ’ を導入した 2016
年において 15% 未満であった。
　イチゴは C3 植物に属している。C3 植物の光
合成機構は高い CO2 濃度に適応して発達したも
のであり、1,500ppm 程度までは CO2 が高いほ
ど光合成速度が高くなる 18）。本試験においては、
日中 1,000ppm の濃度で CO2 施用を行ったとこ
ろ、供試した 3 品種いずれにも増収効果があり、
特に ‘ とっておき ’ で効果が高かった。この結果
から CO2 の施用効果には品種間差がある可能性
が示唆された。
　吉田・難波 16）は、イチゴの群落の光合成速度
に及ぼす光強度と CO2 の影響を明らかにしてお
り、曇天時の日射 100W/㎡でも CO2 を高めれば
晴天時と同等の光合成速度を確保できると指摘し
ている。本県のイチゴ栽培において冬場は曇天日
が多く、ハウスを終日閉めていることが多い。現
地ハウスの CO2 濃度を調査したところ、換気を
行わないと CO2 濃度が低下していた（データ省
略）。また Yoshida ら 15）はイチゴ高設栽培では、
土耕栽培で行っていた有機物投入による土作りを
行わないので土壌からの CO2 供給が期待できな
いと指摘している。本県の栽培方法は、2021 年
現在、高設栽培 56％、土耕栽培 44％と、高設栽
培が増えている。このようなことから曇天時にハ
ウスを閉めきった高設栽培では、CO2 飢餓状態に
なっていると推察される。一方、このことを別視
点でとらえれば、本県では冬場の曇天時にハウス
を閉めきった状態にするので、換気による CO2

施用ロスが少なく、効率良く CO2 施用できると
考えられる。‘ とっておき ’ の CO2 の施用効果が
高いこと、日本海側特有の冬場の曇天、という 2
つの観点から本県において、‘ とっておき ’ を栽
培する場合、積極的な CO2 施用を行うべきと考
えられる。
　イチゴ促成栽培における 10a 当たりの総労働
時間は 2,000 時間にも達し、その 60% 近くが収
穫・調製作業であり、イチゴ経営の大規模化を図
るには省力的な品種の開発が必要である 9）。この
点、‘ とっておき ’ は花数が少なく摘果作業の省
力化、着果が安定して歩留まりが良いことから省
力に対応した品種であると言える。近年、本県に

おいても企業参入によるイチゴ大規模経営が行わ
れ始めている。大規模経営では、統合環境制御下
において省力的に低コストで効率良く栽培を行う
ことが重要である。‘ とっておき ’ は、上記に論
じてきたとおり、①省力的な品種であること（花
数が少なく、歩留まりが良い。）、②環境制御下で
の栽培に適していること（CO2 施用の効果が高い。
窒素肥料に対する反応が良く、窒素肥料の効きが
収量性に直結し、土壌溶液 EC と草高で生育を管
理できる。）、③コスト削減が可能な品種であるこ
と（無加温あるいは 5℃加温、無電照での栽培が
可能である。）、以上の点において大規模栽培に適
する品種であると考えられる。
　‘ とっておき ’ は、県内農家限定での栽培であり、
2021 年に栽培面積は 292a、品種構成比で 33%

（‘ 章姫 ’41%）となっている。また ‘ とっておき ’
の普及に伴って CO2 施用も普及しており、その
導入率は 30% となっている。現在、本県のイチ
ゴ栽培の再興を目指して、イチゴ農家、新規参入
の企業、農協、行政が一体となって「鳥取いちご
ブランド化協議会」を立ち上げ、栽培技術の向上、
販路拡大を進めている。

　Ⅳ　摘　　　　　要

　‘ とっておき ’ は鳥取県で育成したイチゴ品種
である。‘ とっておき ’ は ‘ 章姫 ’ を交配親として
育成した系統「E0836-12」を種子親、同じく ‘ 章
姫 ’ を交配親として育成した系統「F0851-24」
を花粉親として交配して得られた実生個体から選
抜した。‘ とっておき ’ 形態特性および栽培特性は、
以下のとおりである。

（１）草勢は強く、草姿は中間（‘ 章姫 ’‘ 紅ほっぺ ’
に比べて開性）である。ランナーの発生は極めて
多い。果房当たりの花数は、やや少なく第１花房
で 10 ～ 13 花である。果房伸長のためのジベレ
リン処理は不要である。本県において無電照・無
加温で栽培できる。

（２）果形は果実の底部が豊艶な円錐形である。
果皮色は橙赤～濃赤色、果肉色は白、淡黄～淡赤
色である。果実糖度は ‘ 章姫 ’‘ 紅ほっぺ ’ と同等
であり、時期による変動が小さい。果実硬度は ‘ 章
姫 ’ に比べて高く、‘ 紅ほっぺ ’ と同等である。酸
味は ‘ 章姫 ’ に比べて強いが、‘ 紅ほっぺ ’ に比べ
て弱い。

（３）‘ とっておき ’ の第１花房の出蕾は、‘ 章姫 ’‘ 紅
ほっぺ ’ に比べてわずかに早い。‘ とっておき ’ の
総収量は、‘ 章姫 ’‘ 紅ほっぺ ’ に比べて低いが、‘ とっ
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ておき ’ の可販率は 90% 以上と高く、可販収量
は ‘ 紅ほっぺ ’ 以上であった。

（４）‘ とっておき ’ は、受苗時期によって花芽分
化の状況が異なっており、受苗が早いほど花芽分
化が進む傾向がある。

（５）‘ とっておき ’ は育苗中に肥料切れを起こす
と、定植後の生育が緩慢となり、第 1 花房の花
数が少なく、果実も小さくなるので、8 月上旬に
IBS1 号を 1 粒もしくは 2 粒のポットに置き肥す
る。

（6）‘ と っ て お き ’ は CO2 施 用 の 効 果 が 高 く、
25％近い収量増が認められた。
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